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公益社団法人  国際演劇協会（ITI/ ユネスコ ) 日本センター
Japanese Centre of International Theatre Institute / UNESCO

　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 年に創設され、現在約 90
の国と地域が加盟しています。

I.T.I.

公益社団法人　国際演劇協会日本センター（ITI/UNESCO）

会長  永井  多恵子
　

２
０
２
０
年
、
世
界
は
ど
こ
へ
向
か
う

の
か
、
地
球
温
暖
化
、
貧
困
と
暴
力
、
私

た
ち
の
前
に
は
解
決
困
難
な
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

昨
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
人
々
の
救
済
に
長
年
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
会
が
襲
わ
れ
、
中
村
哲
さ
ん
が
亡

く
な
ら
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
は
未
だ
、
私
の
胸

に
錐
の
よ
う
な
痛
み
を
残
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
活
動
は
日
本
人
に
と
っ
て
ひ
と
つ

の
指
針
で
あ
り
、
希
望
の
光
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
暴
力
は
何
故
、
ひ
き
起

こ
さ
れ
る
の
か
、
い
く
つ
か
の
要
因
の
中

に
他
国
の
民
族
へ
の
不
信
、
憎
悪
が
あ
る

こ
と
を
哀
し
み
な
が
ら
認
め
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

世
界
の
86
か
国
と
地
域
の
人
々
と
つ
な

が
り
を
持
つ
、
国
際
演
劇
協
会
Ｉ
Ｔ
Ｉ･

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
は
今
後
も
演
劇
と
い
う
ツ
ー

ル
を
活
か
し
な
が
ら
、
異
な
っ
た
民
族
文

化
を
理
解
し
合
う
た
め
の
小
さ
な
一
歩
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
、
協
会
の
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
。

  年  新しい年のスタートにあたって

2019 年４月、東京芸術劇場で上演された中国国家話劇院『リチャード三世』の訪日公演団

2020
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　そこは四川省の南西、涼山彝
い ぞ く

族自治州。
ここに 14 の少数民族が住み人口最多の
民族が彝族です。歌と踊りに長

た

け、独自
の言葉、文字、伝統芸能を守り続けてき
ました。西にチベット、南に雲南省につ
ながる地域は、かつてアメリカ人植物学
者 J・ロックが調査研究を行い、これに
想を得たイギリス人作家 J・ヒル
トンの小説『失われた地平線』に
よって「シャングリラ（隠れ里・
桃源郷）」のファンタジーが世界
に知られ、日本では少女歌劇の舞
台にもなっています。チベット、
雲南、四川の各地で「シャングリ
ラの舞台はわが市、わが町」と名

演劇人『心のシャングリラ』

涼
山
彝
族
自
治
州
・
西
昌
で
第
１
回
「
大
涼
山
国
際
演
劇
祭
」　

四
川
省

い  

ぞ  

く

乗りを上げる中、大涼山国際演劇祭が開
かれたのは涼山彝族自治州の州都・西昌
市。彝族の歌に、人の魂は長江最上流の
祖先の地「孜々普烏（ズーズープーウー）」
に帰るという一節があることから、西
昌市に生まれ育った劇作家で芸術執行
総監の李亭氏は、「孜々普烏」こそ演劇

人の魂のふるさと、ここに演劇人
のシャングリラを作りたいと意気
込んでいます。2019 年 11 月 19
日～ 12 月１日、ＩＴＩ日本セン
ターの永井多惠子会長、菱沼彬晁
理事が参加し、国際協力交流セン
ターの任双双さんが同行しました。
　　　　（報告＝理事・菱沼彬晁）

2019 年 11 月 23 日、邛
きょうかい

海賓館の国際会議センターで開かれた国際シンポジウム

グローバル化の時代に演劇はどう立ち向かうか

　
「
な
ぜ
大
涼
山

で
国
際
演
劇
祭
が

開
か
れ
た
か
。
そ

れ
は
な
ぜ
中
国
が

今
日
の
繁
栄
を
手

に
入
れ
、
人
々
が

太
平
の
世
を
楽
し
ん
で
い
る
か
と
い
う
問
い
に
答
え
る

ぐ
ら
い
に
簡
単
な
こ
と
。
大
涼
山
の
美
し
い
風
光
の
中

で
多
く
の
民
族
が
融
和
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文
化
を

守
り
育
て
て
き
ま
し
た
。
み
な
歌
と
踊
り
と
お
客
を
も

て
な
す
の
が
大
好
き
で
、
今
、
世
界
の
演
劇
人
を
招
き
、

世
界
の
舞
台
芸
術
を
楽
し
む
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

る
か
ら
で
す
」
と
演
劇
祭
筆
頭
発
起
人
の
濮ぼ

く
そ
ん
き
ん

存
昕
氏
。

　

11
月
23
日
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
演
劇
は
ど

う
立
ち
向
か
う
か
」
の
テ
ー
マ
で
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
邛

き
ょ
う
か
い海

賓
館
の
国
際
会
議
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
濮

氏
自
ら
司
会
を
務
め
て
口
火
を
切
り
ま
し
た
。
濮
氏
は

北
京
人
民
芸
術
劇
院
の
看
板
俳
優
。
そ
の
副
院
長
を
務

め
た
後
、
中
国
戯
劇
家
協
会
主
席
の
任
に
あ
り
ま
す
。

１
９
９
５
年
１
月
、
北
京
人
芸
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
公

演
団
が
来
日
し
当

時
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
・
グ
ロ
ー
ブ
座

で
主
役
を
演
じ
て

日
本
人
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

濮ぼ
く
そ
ん
き
ん

存
昕
氏
の
司
会
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ＩＴＩ国際演劇協会Ｔ・
ビアンコーネ事務局長

い  

ぞ  

く

い  

ぞ  

く

せ 

い 

し 

ょ 

う

り 

ょ 

う 

ざ 

ん 

芸術執行総監
李亭氏

　

大
涼
山
っ
て
ど
こ
？　

そ
こ
は
長
江
の
遙
か
上
流
、
四
川
盆
地
か
ら
さ
ら
に
遡
っ
て
な
お
遠
く
、
長
江
が
金
沙
江
と
名
を
変
え
る
あ
た
り
、
山

高
く
雪
を
い
た
だ
き
、
谷
深
く
懐
に
森
と
湖
を
抱
く
山
岳
高
原
地
帯
。
こ
の
地
で
第
１
回
「
大
涼
山
国
際
演
劇
祭
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
？

濮存昕
演劇祭筆頭発起人
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
国
際
本
部
の
ト
ビ
ア
ス･

ビ

ア
ン
コ
ー
ネ
事
務
総
長
は
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
を

次
の
よ
う
に
讃
え
ま
し
た
。

　
「
大
涼
山
は
伝
統
芸
能
の
宝
庫
。
豊
か
な
表
現
様
式

を
今
に
伝
え
る
地
元
の
民
族
芸
術
家
、
住
民
が
こ
ぞ
っ

て
演
劇
祭
に
参
加
し
、
独
特
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て

い
る
の
は
、ほ
か
の
国
際
演
劇
祭
に
は
な
い
特
色
で
す
」

  

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
永
井
多
惠
子
会
長
は

　
「
日
本
人
の
身
体
に
は
今
も
歌
舞
伎
の
リ
ズ
ム
が
息

づ
き
、
能
狂
言
は

ユ
ネ
ス
コ
の
無
形

文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
狂

言
師
の
野
村
萬
斎

は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
の
『
リ
チ
ャ
ー

ド
三
世
』
や
『
マ
ク
ベ
ス
』
を
能
狂
言
の
舞
台
に
移
し
、

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
を
成
功
さ
せ
、

中
国
の
物
語
を
題
材
と
し
た
中
島
敦
作
『
山
月
記
・
名

人
伝
』
を
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
の
舞
台
で
再

現
さ
せ
ま
し
た
」
と
、
日
本
に
お
け
る
伝
統
劇
の
継
承

と
発
展
、
国
際
交
流
の
展
開
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　

演
劇
祭
発
起
人
の
一
人
で
鳥
取
県
鹿
野
町
の
「
鳥
の

劇
場
」
で
芸
術
監
督
を
務
め
る
中な

か
し
ま島

諒ま
こ
と人

氏
は
経
済
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
演
劇
の
危
機
を
訴
え
ま
し
た
。

　
「
情
報
技
術
の
発
展
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
激

し
い
経
済
競
争
を
生
み
、
多
く
の
人
を
使
い
捨
て
の
道

具
に
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
持
つ
独
自
の
文
化
も
均

一
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
演
劇
の
力
が
人
間
一
人
一

人
の
多
様
性
を
大
切
に
し
、
優
し
い
社
会
を
作
る
た
め

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
」

　

中
島
氏
は
こ
の
演
劇
祭
で
三
島
由
紀
夫
の
『
葵
上
』、

『
班
女
』
を
一
つ
の
作
品
と
し
て
上
演
し
、
都
は
る
み

の
「
北
の
宿
か
ら
」
な
ど
の
演
歌
を
大
音
量
で
流
し
、

竹
篭
い
っ
ぱ
い
の
雪
を
次
々
と
盛
大
に
散
ら
す
舞
台
、

『
葵
上
』
で
は
六
条
御み

や
す
ど
こ
ろ

息
所
の
生
き
霊
を
女

お
ん
な
が
た形

に
演
じ

さ
せ
て
中
国
人
観
客
を
驚
か
せ
、
喝
采
を
受
け
ま
し
た
。

　

高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
が
劇
場
街
に
変
身

　

演
劇
祭
の
主
会
場
と
な
っ
た
の
は
「
邛

き
ょ
う
か
い海

・
瀘ろ

ざ
ん山

景

勝
区
」
と
呼
ば
れ
る
広
大
な
リ
ゾ
ー
ト
地
。
こ
こ
を
中

心
に
12
日
間
、
８
カ
国
の
劇
団
が
約
３
０
０
ス
テ
ー
ジ

を
演
じ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
テ
ー
マ
ご
と
の
分
科
会

は
十
数
回
に
及
び
ま
し
た
。
大
・
中
・
小
の
劇
場
、
開

会
式
の
広
場
、
少
数
民
族
が
歌
舞
劇
を
演
じ
る
山
上
の

草
地
ま
で
19
の
会
場
が
用
意
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

邛き
ょ
う
か
い海

と
呼
ば
れ
る
湖
に
小
舟
を
出
し
て
も
ら
う
と
、

ホ
テ
ル
群
、
ヴ
ィ
ラ
の
瀟
洒
な
姿
が
湖
面
に
映
え
、
遊

歩
道
を
歩
く
と
、国
際
会
議
場
、レ
ス
ト
ラ
ン
、フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ジ
ム
、
テ
ニ
ス
場
、
遊
覧
船
乗
り
場
が
次
々
と

姿
を
現
し
ま
す
。
シ
ャ
ト
ー
風
の
ホ
テ
ル
は
景
観
の
た

め
２
〜
３
階
、
20
室
程
度
に
抑
え
ら
れ
、
祥
雲
楼
、
聴

涛
楼
、
曉
風
楼
な
ど
の
名
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
お
し
ゃ
れ
な
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
が
ど
の
よ
う

に
し
て
劇
場
街

に
変
身
し
た
か

と
い
う
と
、
既

存
の
劇
場
の
ほ

か
、
ホ
テ
ル
の

天
井
の
高
い
大

宴
会
場
に
ス
タ

ン
ド
席
を
特
設
、

舞
台
は
必
要
に

応
じ
て
額
縁
式
、

時
に
客
席
に
ぐ

る
り
と
囲
ま
れ

て
観
客
は
ラ
イ
ブ
に
参
加
し
て
い
る
よ
う
な
一
体
感
を

楽
し
め
ま
し
た
。
ま
た
東
京
で
よ
く
見
か
け
る
地
下
の

小
劇
場
そ
っ
く
り
の
空
間
も
馴
染
み
易
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
景
勝
地
を
管
理
し
て
い
る
の
は
「
涼
山
州
国
務

院
国
有
資
産
監
督
管
理
委
員
会
」
と
い
う
厳
め
し
い
国

家
機
関
。
12
万
㎡
（
東
京
ド
ー
ム
２
６
０
０
個
分
）
と

い
う
面
積
に
国
家
レ
ベ
ル
の
外
交
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ

ジ
ャ
ー
の
一
大
リ
ゾ
ー
ト
基
地
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

大
涼
山
に
は
人
工
衛
星
の
発
射
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
西
昌

市
が
「
航
天
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し

た
が
、
許
可
が
な
い
と
近
づ
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

演
劇
祭
を
主
催
す
る
の
は
「
涼
山
文
旅
集
団
」。
中

央
政
府
の
文
化
旅
游
部
に
直
結
し
て
国
有
資
産
を
運

用
し
な
が
ら
涼
山
歌
舞
団
、
涼
山
交
響
楽
団
な
ど
を

運
営
し
、
約
９
０
０
席
の
金
鷹
大
劇
院
を
は
じ
め
大
・

中
・
小
の
劇
場
十
数
館
を
傘
下
に
持
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
、
１
０
０
作
以
上
の
演
劇
、
オ
ペ
ラ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
、
伝
統
劇
な
ど
の
作
品
を
上
演
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
芸
術
大
国
を
目
指
す
中
国
の
〝
本
気
度
〟、
そ

の
圧
倒
的
な
資
金
力
を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
思
い
で
し
た
。

　

若
い
演
劇
人
に
世
界
の
舞
台
を

　

大
涼
山
国
際
演
劇
祭
は
三
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
ま
ず
、
地
元
住
民
に
世
界
の
名
舞
台
を
紹
介
す

る
こ
と
。
次
に
若
い
才
能
、
新
進
気
鋭
の
劇
団
の
た
め

に
世
界
に
開
か
れ
た
舞
台
を
提
供
す
る
こ
と
。
そ
し
て

世
界
各
地
の
伝
統
芸
能
、
無
形
文
化
財
の
交
流
を
促
進

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
趣
旨
に
共
感
し
た
日
本

セ
ン
タ
ー
は
明
年
以
降
、
公
演
団
の
派
遣
へ
の
協
力
を

約
束
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
関
心
の
あ
る
劇
団
は
日
本

セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。（
こ
れ

を
第
一
稿
と
し
て
、
芸
術
祭
参
加
演
目
の
紹
介
に
つ
い

て
は
機
会
を
改
め
ま
す
）

ＩＴＩ日本センター
永井多惠子会長

演劇の〝生きた化石〟と呼ばれる彝族
の「撮泰吉（ツォタイジー）」　幽霊や
神になった先祖の受苦を再現する祭祀
儀礼で、先祖が子孫の吉祥を祝福する
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２
０
１
９
年
４
月
、
東
京
芸
術
劇
場
プ
レ
イ
ハ

ウ
ス
に
お
い
て
、
王
お
う
ぎ
ょ
う
よ
う

暁
鷹
演
出
『
リ
チ
ャ
ー
ド
三

世
』
の
訪
日
公
演
が
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
の
初
演

は
２
０
１
２
年
４
月
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た

ワ
ー
ル
ド
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
参
加
作
品
と
し
て
の
上
演
で
あ
る
。
そ
の
後

は
北
京
で
の
凱
旋
公
演
、
国
内
巡
演
の
ほ
か
、
海

外
公
演
も
重
ね
て
き
た
。

　

◆
人
間
の
持
つ
二
面
性　

中
国
語
版
の
『
リ

チ
ャ
ー
ド
三
世
』
は
基
本
的
に
原
作
に
忠
実
だ
が
、

全
体
を
大
幅
に
圧
縮
し
た
こ
と
、
冒
頭
の
本
来
リ

チ
ャ
ー
ド
の
台
詞
を
エ
ド
ワ
ー
ド
四
世
が
語
る
こ

と
、『
マ
ク
ベ
ス
』
の
三
人
の
魔
女
が
預
言
者
と

し
て
登
場
す
る
こ
と
な
ど
、
多
少
の
改
編
が
あ
る
。

ま
た
、
王
暁
鷹
は
リ
チ
ャ
ー
ド
を
従
来
の
解
釈
の

よ
う
に
障
碍
を
持
つ
異
形
の
男
と
し
な
か
っ
た
。

リ
チ
ャ
ー
ド
役
の
張
皓
越
は
健
康
な
体
の
持
ち
主

と
し
て
登
場
。
心
に
醜
い
欲
望
が
燃
え
上
が
っ
た

と
き
だ
け
、
背
中
を
丸
め
足
を
引
き
ず
る
の
だ
。

王
暁
鷹
は
本
作
で
人
間
の
複
雑
な
心
理
、
誰
も
が

持
っ
て
い
る
二
面
性
を
描
き
た
か
っ
た
と
い
う
。

　

◆
詩
情
豊
か
な
京
劇
風
味　

演
出
の

特
徴
と
し
て
、
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
話

劇
に
京
劇
の
要
素
を
加
え
る
試
み
で
あ

る
。
京
劇
女
優
の
張
鑫
は
、「
韻ユ

ン
バ
イ白
」（
韻

を
踏
ん
だ
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
台
詞
）
に
よ
っ

て
、
政
略
結
婚
の
犠
牲
と
な
る
ア
ン
夫
人
の
哀
感

を
詩
情
豊
か
に
表
現
し
た
。
ま
た
本
作
に
は
、
二

人
の
「
武
ウ
ー
チ
ョ
ウ丑
」（
立
ち
回
り
を
得
意
と
す
る
京
劇

の
道
化
役
）
も
登
場
す
る
。
生
演
奏
の
音
楽
に
は
、

中
国
伝
統
の
打
楽
器
が
使
わ
れ
て
い
た
。
舞
台
上

に
リ
ア
ル
な
装
置
が
何
も
な
く
、
象
徴
的
な
小
道

具
だ
け
で
場
面
を
想
像
さ
せ
る
演
出
法
は
中
国
伝

統
演
劇
の
基
本
に
合
致
す
る
。
背
景
幕
に
描
か
れ

た
「
英
文
方
塊
字
」（
漢
字
に
擬
し
た
英
単
語
）、

三
星
堆
遺
跡
の
出
土
文
物
を
模
し
た
仮
面
と
玉
座
、

漢
代
の
服
装
を
多
少
誇
張
化
し
た
衣
裳
な
ど
も
含

め
て
、
本
作
は
中
国
色
あ
ふ
れ
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
劇
と
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
演
劇
人
が
世
界
に
発

信
す
る
作
品
の
成
功
例
と
し
て
、
高
く
評
価
で
き

る
だ
ろ
う
。

　

４
月
６
日
の
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
演
出
の

王
暁
鷹
、
俳
優
の
張
皓
越
、
張
鑫
、
涂と
し
ょ
う
が
ん

松
岩
が
登

壇
し
、
本
作
の
演
出
意
図
、
上
演
後
の
反
響
、
上

演
上
の
困
難
、
中
国
演
劇
の
現
状
、
国
際
演
劇
交

流
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
、
熱
の
こ
も
っ
た
紹
介

を
し
て
く
れ
た
。

中
央
大
学
教
授

飯
塚  

容ゆ
と
り

中
国
国
家
話
劇
院
来
日
公
演

『
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
』を
観
て

　

写
真
㊧
リ
チ
ャ
ー
ド
三
世
役
の
張
皓
越
（
ち
ょ
う
・
こ
う
え

つ
）、写
真
右
は
エ
ド
ワ
ー
ド
王
子
役
の
張
鑫
（
ち
ょ
う
・
き
ん
）
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　ITI 日本センターは、令和元年度の定時社員
総会において、平成 30 年度の計算書類・事業
報告の承認を行いました。
日 時： 令 和 元（2019） 年 ６ 月 ２ ３ 日（ 日 ）
１０：０５～１０：５８
場所：松竹株式会社　大会議室（東京都中央区
築地４- １- １ 東劇ビル１０階）
会員現在数：２１８名（令和元年５月２５日理
事会開催時）
出席者：１３２名（委任状提出者を含む）
出席会員：２４名青柳敦子、安宅りさ子、安孫
子 正、壱岐（中村）照美、生田みゆき、伊藤 
洋、小田切洋子、小杉　世、後藤絢子、佐川大
輔、真藤美一、曽田修司、永井多惠子、中山夏
織、林 英樹、菱沼彬晁、堀川登志子、松下芳江、
松田和彦、水谷八重子、三輪えり花 ( 柴田恵理
子 )、吉岩正晴、和崎信哉、としま未来文化財
団（岸　正人）
配布資料　令和元年度定時総会議案書（P.1 〜
P.25）
　平成３０年度決算報告書（貸借対照表）、正
味財産増減計算書、財産目録、財務諸表に関す
る注記

【議事要録】
　提出された議案と審議の結果は以下のとお
り。
[ 第１号議案 ]　 第六期（平成３０年 4 月 1 日
～平成３１年 3 月 31 日）計算書類の承認
[ 第２号議案 ]　 役員の選任　　　　　　　
　審議に先立ち、議案書の「平成３０年度事業
報告書」に基づき、報告を行った。また、監事

ＩＴＩ日本センター令和元年度定時社員総会  報告
のとしま未来文化財団（岸　正人）より、監査
報告が行われた。続いて、第１号議案の審議に
移り、定款第１２条に定める社員総会の決議事
項に関わる貸借対照表、正味財産増減計算書に
ついて、さらに、それらの附属明細書について
審議した結果、全員異議なくこれを承認した。
　次いで、第２号議案である役員の選任につい
て、堀川登志子選挙管理委員長より、理事候補
者選挙の結果が報告された。続いて、永井会長
より、選挙によって選出された理事候補者１０
名と会長推薦による候補者の計２０名の理事候
補が提案された。その後、理事１名ずつについ
て個別に賛否を問い、候補者全員について満場
一致で選出が承認された。

　新理事に野村萬斎氏、坂東玉三郎氏が就任

　今回選任された役員は以下の通り。
（理事）安宅りさ子、安孫子 正、伊藤　洋、大
笹吉雄、小田切洋子、糟谷治男、木田幸紀、坂
手洋二、真藤美一、曽田修司、永井多惠子、中
山夏織、野村萬斎（野村 武司）＝新任、林　英樹、
坂東玉三郎（守田 伸一）＝新任、菱沼彬晁、
松田和彦、三輪えり花（柴田恵理子）、吉岩正晴、
和崎信哉　以上２０名
　《注：（新任）以外はすべて再任》。
　なお、監事の小林弘文、岸　正人は非改選（任
期４年）である。　
　次いで、事務局より令和元年度事業計画と正
味財産増減予算書、及び会員の異動について現
状報告を行った。　　　　　　　　　　　以上
　議事録をご要望の方は事務局までお問合せを。



　

ひ
つ
じ
書
房
か
ら
特
集
単
行
本

　

出
版
業
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
、
ひ

つ
じ
書
房
か
ら
８
月
に
は
『
紛
争
地

域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
』（
４
６
８

頁
）
が
出
版
さ
れ
、
複
数
の
メ
デ
ィ

ア
に
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
「
政
治
的
ア
ク
シ
ョ
ン
と
は
ま
た

別
の
問
題
共
有
機
能
を
持
つ
〝
演

劇
〟
の
力
に
、
深
く
思
い
を
は
せ

た
」（『
社
会
新
報
』、
文
・
山
下
柚

実
）、「
演
劇
に
は
確
か
に
、
ニ
ュ
ー

ス
で
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
紛
争
の

現
実
を
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て

伝
え
、
私
た
ち
が
共
有
す
る
問
題
を

あ
ぶ
り
出
す
力
が
あ
る
の
だ
」（『
赤

旗
』、
文
・
福
山
啓
子
）、「
本
書
は

ま
さ
に
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
前
文
『
戦

争
は
人
の
心
の
中
に
生
ま
れ
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和

の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
』
に
則
っ
た
実
践
の
記
録
と
言
え

よ
う
」（『
図
書
新
聞
』、
文
・
谷
岡
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健
彦
）
と
の
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
公
演
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
彩
の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
で
の

上
演
に
よ
っ
て
、
18
年
の
『
ジ
ハ
ー
ド
』
翻
訳
の

田
ノ
口
誠
悟
氏
に
続
い
て
『
朝
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
』

の
翻
訳
で
渡
辺
真
帆
氏
が
小
田
島
雄
志
・
翻
訳
戯

曲
賞
を
受
賞
、
１
月
20
日
東
池
袋
の
「
あ
う
る
す

ぽ
っ
と
（
豊
島
区
立
舞
台
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー
）」

で
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
も
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
た
。

　
『
リ
ベ
リ
ア
ン
・
ガ
ー
ル
』
を
初
訳･

初
演

　

こ
う
し
た
拡
が
り
を
受
け
な
が
ら
の
シ
リ
ー
ズ

第
11
回
、『
リ
ベ
リ
ア
ン
・
ガ
ー
ル
』（
作
・
ダ
イ

ア
ナ
・
ン
ナ
カ
・
ア
ト
ゥ
オ
ナ
、
翻
訳
・
小
田
島

創
志
、
演
出
・
稲
葉
賀
恵
＝
文
学
座
）
が
日
本
初

訳
初
演
さ
れ
、
席
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
完
売
、
恒

例
と
な
っ
た
上
演
後
の
ト
ー
ク
も
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
た
。

　
『
リ
ベ
リ
ア
ン
・
ガ
ー
ル
』
は
、
リ
ベ
リ
ア
で

実
際
に
起
き
た
内
戦
（
１
９
８
９
～
１
９
９
６
）

を
舞
台
に
、
そ
の
混
乱
の
中
、
14
歳
の
少
女
が
危

険
を
回
避
す
る
た
め
男
装
し
、
少
年
兵
と
し
て
地

獄
の
よ
う
な
戦
場
を
生
き
延
び
る
物
語
が
核
と
な

る
、
完
成
度
の
高
い
作
品
で
、
上
演
も
丁
寧
な
翻

訳
、
緻
密
な
演
出
と
俳
優
の
好
演
に
よ
り
想
像
力

を
刺
激
す
る
舞
台
と
な
っ
た
。

　
　
（
報
告
＝
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
林
英
樹
）

「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」

ニ
ュ
ー
ス
で
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実

　シリーズ 11 年目を迎えた 2019 年は「紛争地域から生まれた演劇」に
とって拡がりを感じさせられる一年だった。７月には彩の国さいたま芸術
劇場で、さいたまネクスト・シアター「世界最前線の演劇３」として『朝
のライラック』が上演され、この公演も含めて本公演、リーディング公演
など「紛争地域から生まれた演劇」の７作品が他劇場で再演された。

シリーズ９『朝のライラック』翻訳者
渡辺真帆氏に小田島雄志・翻訳戯曲賞

リーディング公演

東京芸術劇場地下 1 階のアトリエウエストで



　
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
11
」
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
現
代
演
劇

―
―
モ
テ
ィ
・
レ
ル
ネ
ル
『
イ
サ
ク
殺
し
』
を
中

心
に
―
―
」
が
、
昨
年
12
月
12
日
に
立
教
大
学
で

開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
は
村
井
華
代
氏
（
共
立
女
子
大
文
芸
学
部

教
授
＝
西
洋
演
劇
理
論
・
イ
ス
ラ
エ
ル
演
劇
研

究
）。
19
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
と
シ
オ
ニ
ズ
ム
、
ロ
シ
ア
で
最
初
の
ヘ
ブ

ラ
イ
語
に
よ
る
演
劇
が
始
ま
り
、
１
９
４
８
年

の
イ
ス
ラ
エ
ル
独
立
宣
言
と
建
国
、
そ
の
後
の

１
９
４
０
年
代
～
70
年
代
の
第
一
次
～
第
四
次
中

東
戦
争
の
中
で
、
戦
争
を
か
い
く
ぐ
り
な
が
ら
イ

ス
ラ
エ
ル
現
代
演
劇
が
確
立
さ
れ
て
き
た
経
緯
な
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「紛争地域から生まれた演劇 11」トークイベント

ど
が
語
ら
れ
た
。

　

１
９
７
０
年
代
に
入
っ
て
「
ハ
イ
フ
ァ
派
」
と

呼
ば
れ
る
若
者
た
ち
を
中
心
に
、
演
劇
を
通
じ
て

世
界
の
見
直
し
を
は
か
る
動
き
が
広
が
る
。
シ
オ

ニ
ズ
ム
（
ユ
ダ
ヤ
人
の
パ
レ
ス
チ
ナ
回
復･

祖
国

建
設
運
動
）
に
対
す
る
疑
問
、
自
ら
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
問
い
直
し
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
（
ナ
チ

ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
）
を
理
由
に
自
分
た

ち
を
守
る
た
め
軍
事
力
を
持
つ
こ
と
が
正
し
か
っ

た
の
か
？　

と
い
う
自
ら
の
存
立
基
盤
を
問
う
社

会
的
な
演
劇
が
広
が
っ
た
と
い
う
。

　

だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
共
存

を
考
え
る
演
劇
人
の
間
に
自
主
規
制
が
広
が
り
始

め
て
い
る
。
２
０
１
５
年
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
大
臣

ミ
リ
・
レ
ゲ
ヴ
が
「
テ
ロ
リ
ス
ト
と
の
共
存
を
め

ざ
す
よ
う
な
演
劇
に
は
助
成
を
し
な
い
」
と
宣
言

し
て
か
ら
の
大
き
な
変
化
だ
と
い
う
。

　

大
谷
賢
治
郎
氏
（
演
出
家
）
と
の
対
談
で
は
、

日
本
に
お
け
る
補
助
金
不
交
付
問
題
と
自
主
規
制

が
広
が
る
可
能
性
に
つ
い
て
他
人
事
で
は
な
い
と

訴
え
た
。
ま
た
、
本
年
上
演
予
定
の
『
イ
サ
ク
殺

し
』
は
イ
ス
ラ
エ
ル
で
は
上
演
が
困
難
で
あ
る
と

い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
林
英
樹
）

村井華代氏
（共立女子大学教授 )

大谷賢治郎氏
（演出家 )

１
９
７
０
年
代
、「
ハ
イ
フ
ァ
派
」
の
若
者
た
ち
が
問
い
か
け
を
始
め
た

シ
オ
ニ
ズ
ム
は
こ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
？　

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
理
由
に

軍
事
力
を
持
つ
こ
と
は
正
し
か
っ
た
の
か
？

モ
テ
ィ
・
レ
ル
ネ
ル
『
イ
サ
ク
殺
し
』
を
中
心
に

イ
ス
ラ
エ
ル
の
現
代
演
劇

■ひつじ書房の刊行案内や特別セールなどのお知らせは「ひつじメール通信」から配信いたして
おります。ご希望の方はtoiawase@hituzi.co.jpまでメールでご連絡ください。
〒112-0011　東京都文京区千石2-1-2大和ビル2F　ひつじ書房
TEL 03-5319-4916　FAX 03-5319-4917 
toiawase@hituzi.co.jp　http://www.hituzi.co.jp/

紛争地域から生まれた演劇
国際演劇協会日本センター 編　林英樹・曽田修司 責任編集
定価3,600円＋税
シリア、パレスチナ、イランなど世界の「紛争地域」で、なぜ演劇は創られ、どのように演じら
れているのか。本書により、私たちは未知の紛争について知り、それが自分たちと直接関わりの
ある出来事であることを発見し驚愕する。欧米、アフリカ、そしてアジアの各地で。本書は、世
界の歴史・文化・宗教・政治が、語り手・演じ手・観客という個人の視点を介して交錯し共鳴す
る、圧巻の「現代・世界・演劇」探究の書である。　　　　『図書新聞』『しんぶん赤旗』に書評掲載！
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

１
９
７
２
年
か
ら
毎
年
「
国
際
演
劇
年
鑑Theatre 

Yearbook

」
を
発
行
し
て
い
ま
す
（
文
化
庁
委

託
事
業
）。
20
数
カ
国
の
国･
地
域
の
舞
台
芸
術

に
つ
い
て
専
門
家
か
ら
寄
稿
い
た
だ
き
、
海
外
へ

は
日
本
の
、
日
本
へ
は
海
外
の
舞
台
芸
術
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
内
容
を
、
深
く
立
体
的
に
お
届
け
し
た

い
と
い
う
想
い
か
ら
２
０
１
７
年
に
始
め
た
の
が

「
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
」
シ
リ
ー

ズ
の
レ
ク
チ
ャ
ー
で
す
。
今
年
度
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

と
メ
キ
シ
コ
を
紹
介
し
、
い
ず
れ
も
盛
況
と
な
り

ま
し
た
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
「
演
劇
人
た
ち
の
挑
戦
―
「
神

曲
」
演
劇
祭
の
注
目
作
品
な
ど
―
」
と
題
し
、
ク

ラ
ク
フ
在
住
で
２
０
０
８
年
か
ら
ご
寄
稿
く
だ

さ
っ
て
い
る
岩
田
美
保
さ
ん
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

演
劇
史
の
概
観
と
最
近
の
潮
流
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
（
９
月
17
日
、
東
京
芸
術
劇
場

リ
ハ
ー
サ
ル
ル
ー
ム
Ｍ
３
）。

　

メ
キ
シ
コ
は
「
国
境
を
め
ぐ
る
物
語
」
と
題
し
、

２
０
０
１
年
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
る
吉
川

恵
美
子
さ
ん
に
壁
建
設
か
ら
今
日
に
い
た
る
メ
キ

シ
コ
の
歴
史
と
演
劇
の
関
係
に
つ
い
て
、ル
イ
ス
・

ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ク
ロ
ス
ウ
ワ
イ
テ
作
『
国
境
の
ミ

サ
』
を
中
心
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
（
11
月
８
日
、

国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
）。

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

本書は演出家、俳優、翻訳家という舞
台創作の現場に携わる著者ならではの
視点から書かれた、いわば〝シェイク
スピア劇演出術演技術指南書〟といえ

るだろう。シェイクスピア作品について、も
し稽古するなら、もし上演するなら、という
際の実際を、丁寧に魅力的にふんだんな具体
例とともに書かれている。
　三部で構成され、第一部は、シェイクスピ
アの時代のものの考え方、劇場のしくみなど
の解説により、時代を知ることで台詞の意味
を吟味しその理解を助ける。第二部では、シェ
イクスピアの戯曲に特に必要な演技術につ
いて実際に RADA や RSC で行われている訓
練法を紹介。第三部は実際に稽古場やワーク
ショップで練習するために書かれ、シェイク
スピアの戯曲を悲劇、喜劇、歴史劇の３つの
テーマに分け、合計よく知られた 11 作品を
具体的に何時・何処で・誰が・何を・何故・
どのように、を解説。演出に素人の筆者にとっ
て、演出の一つの方法論として随分触発され
ワクワクもし、全編を通して〝なるほど！〟
であった。原文と比較出来るのも嬉しい。

（375 頁、玉川大学出版部刊。￥3800 ＋税）
　　　　　　　（報告＝理事・小田切ようこ）

演
出
家･

俳
優･

翻
訳
家
が
書
い
た
指
南
書

三輪えり花 著
「シェイクスピアの演技術」

３
年
目
迎
え
た
「
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
」

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
発
行「
国
際
演
劇
年
鑑
」執
筆
陣
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

●ＩＴＩ会員新刊書
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Ｉ
Ｔ
Ｉ
英
連
邦
部
会
の
昨
年
の
活
動

は
月
１
回
の
例
会
の
ほ
か
、
６
月
15
日

に
新
宿
・
無
何
有
で
「
ア
プ
ラ
イ
ド
・

ド
ラ
マ
研
究
＆
お
茶
会
」と
し
て
、オ
ー

ハ
シ
・
ヨ
ー
ス
ケ
＝
構
成
・
演
出
の
ア

プ
ラ
イ
ド
・
ド
ラ
マ
２
作
品
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

　
「
マ
リ
ー
と
ト
ム
～
二
つ
の
価
値
観
の
対
話
」　

ア
ン
ネ
・
パ
ッ
シ
ー
ラ
＆
ア
レ
ン
・
オ
ー
エ
ン
ズ

共
作
／
オ
ー
ハ
シ
・
ヨ
ー
ス
ケ
＆
羽
地
朝
和
＆

岩
橋
由
莉
共
訳
／
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
＝
マ

リ
ー
：
一
谷
真
由
美
、
ト
ム
：
羽
地
朝
和

　
「
桜
が
散
っ
た
日
」
＝
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ラ
・
ス

イ
フ
ト
作
／
オ
ー
ハ
シ
・
ヨ
ー
ス
ケ
＆
川
村
尚
也

共
訳
／
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
：
大
矢
照
美　
　

　

例
会
で
は
、
三
輪
え
り
花
に
よ
る
ア
ラ
ブ
演
劇

祭
の
報
告
等
の
ほ
か
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ピ
ン
タ
ー
の

短
編
や『
冬
物
語
』の
新
訳
を
読
み
、今
年
度
の「
戯

曲
研
究
＆
懇
談
会
」
は
、
ま
ず
ハ
ロ
ル
ド
・
ピ
ン

タ
ー
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
副
会
長
・
吉
岩
正
晴
）

　

２
０
１
９
年
の
戯
曲
翻
訳
部
会
の
主
な
活
動

は
、
翻
訳
戯
曲
の
検
索
サ
イ
ト
立
ち
上
げ
に
向
け

た
「
検
索
項
目
」
の
検
討
で
し
た
。
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
重
ね
、
第
５
稿
を
も
っ
て
、
ひ
と
ま
ず
の
完

成
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

正
式
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
る
た
め
の

予
算
の
獲
得
を
目
指
し
、
来
年
度
の
セ
ゾ
ン
文
化

財
団
の
助
成
金
に
申
請
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
ち

ら
は
残
念
な
が
ら
不
採
択
。
と
は
い
え
、
た
だ

待
っ
て
い
る
の
で
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
理
事

会
の
承
認
を
得
て
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
「
国
際
演

劇
協
会 

戯
曲
翻
訳
部
会
」
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
立

人
気
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
こ
で
は
戯
曲

の
説
明
に
加
え
、
検
索
項
目
に
「
＃
」
を
付
け
て

列
挙
し
、
簡
易
の
絞
り
込
み
作
業
が
行
え
る
よ
う

工
夫
し
て
各
作
品
の
〝
イ
ン
ス
タ
映
え
〟
を
狙
い

ま
す
（
写
真
参
照
）。

　

ま
ず
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
会
員
の
翻
訳
作

品
と
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
出
版
事
業
や
年
鑑
事
業
に
関
わ

る
作
品
か
ら
順
次
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ぜ
ひ
翻
訳
作
品
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
戯
曲
翻
訳
部
会
（iti.japan.dt@

gm
ail.

com

）
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
情
報
掲
載
に

必
要
な
手
順
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
皆
様
か

ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
（
報
告
＝
戯
曲
翻
訳
部
会
運
営
委
員
・
青
柳
敦

子
）

戯
曲
翻
訳
部
会
の
〝
イ
ン
ス
タ
映
え
〟
を
！

会員の翻訳作品をインスタグラムに
紹介、内容の検索を呼びかけます

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
！

ち
上
げ
ま
し
た
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
日
本
で

３
千
３
百
万
人
の
ユ
ー
ザ
ー
を
持
つ
と
い
わ
れ
る

英連邦部会報告

今
年
度
の
「
戯
曲
研
究
＆
懇
談
会
」
は
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ピ
ン
タ
ー
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I.T.I. ▲
昨
年
は
、
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
や
映
画
制
作
へ
の
助
成

金
が
不
交
付
と
な
る
な
ど
、
国

の
文
化
芸
術
へ
の
助
成
の
根
幹

が
揺
ら
ぐ
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

弊
セ
ン
タ
ー
で
は
、
相
互
理
解

の
促
進
と
平
和
構
築
と
い
う
ユ
ネ
ス
コ

憲
章
の
理
念
に
基
づ
き
、
表
現
の
自
由

の
重
要
性
を
今
後
も
訴
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
曽
田
）
▲
日
本
セ
ン

タ
ー
の
英
連
邦
部
会
、
戯
曲
翻
訳
部
会

の
活
動
が
め
ざ
ま
し
い
。
地
道
な
戯
曲

研
究
か
ら
始
ま
っ
て
意
欲
的
な
新
訳
、

試
演
へ
と
実
績
を
積
ん
で
い
る
。
こ
こ

ま
で
来
る
と
、
お
さ
ら
い
会
や
発
表
会

の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
Ｉ
Ｔ
Ｉ
実
験

劇
場
」
の
名
を
冠
し
て
積
極
的
に
打
っ

て
出
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
海
外
セ
ン

タ
ー
と
の
交
流
や
国
際
演
劇
祭
参
加
へ

の
道
も
開
け
る
の
で
は
な
い
か（
菱
沼
）

編集後記

　

ア
ラ
ブ
演
劇
協
会
（
以
下

Ａ
Ｔ
Ｉ
）
か
ら
招
聘
を
受
け
、

２
０
１
９
年
１
月
10
日
か
ら
16
日

に
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で
開
催
さ

れ
た
第
11
回
ア
ラ
ブ
演
劇
祭
（
以

下
Ａ
Ｔ
Ｆ
）
を
国
際
演
劇
協
会
日

本
セ
ン
タ
ー
代
表
と
し
て
視
察
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ｆ
は
Ａ
Ｔ
Ｉ
を
代
表
す
る

者
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
討
論
会

を
持
ち
つ
つ
親
交
を
深
め
、
演
劇

に
よ
る
ア
ラ
ブ
諸
国
の
文
化
、
社

会
及
び
人
間
性
の
向
上
を
目
指
す

も
の
で
、
毎
年
各
諸
都
市
の
持
ち

回
り
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は

ヨ
ル
ダ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
、
イ
ラ
ク
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

な
ど
が
出
品
。
毎
日
３
本
ず
つ
合
計

15
本
が
上
演
さ
れ
、
閉
会
式
で
は
今

年
度
の
優
秀
作
品
を
選
ぶ
の
で
す
。

　

参
加
者
は
出
品
作
品
関
係
者
及
び

各
国
か
ら
の
演
出
家
、
演
劇
教
師
、

演
劇
研
究
者
、
文
化
担
当
官
ら
で
、

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
て
い
る
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま

れ
た
演
劇
」
で
お
な
じ
み
の
顔
ぶ
れ

も
見
か
け
ま
し
た
。
招
聘
者
の
う
ち

女
性
は
４
人
の
み
で
す
が
、
上
演
作

品
の
出
演
者
に
は
女
性
も
多
い
の
で

す
。
皆
が
同
じ
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て

食
事
を
共
に
し
、
同

じ
バ
ス
で
劇
場
を
周

る
こ
と
で
、
国
家
の

垣
根
を
超
え
て
豊
か

な
交
流
が
で
き
る
仕

組
み
で
す
。
皆
が
ア

ラ
ビ
ア
語
と
い
う
共

通
言
語
を
持
つ
状
況

な
ら
で
は
、
で
す
ね
。

　

作
品
は
欧
米
的
な

価
値
観
を
学
び
自
ら
の
意

思
を
持
ち
始
め
た
女
性
た

ち
に
対
し
て
危
機
感
を
募

ら
せ
る
男
性
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
の
が
大
半
を
占
め

て
い
ま
し
た
。
反
戦
な
ど

政
治
的
問
題
を
扱
う
も
の
は
僅
か
で

す
。
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ

ス
的
せ
り
ふ
劇
、
ア
メ
リ
カ
的
コ
メ

デ
ィ
、
フ
ラ
ン
ス
的
身
体
表
現
劇
の

三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

大
賞
を
受
賞
し
た
の
は
開
催
国
エ

ジ
プ
ト
の
『
首
輪
と
指
輪
』
で
し
た
。

生
演
奏
の
音
楽
と
ダ
ン
ス
で
明
る
く

進
め
な
が
ら
も
中
身
は
古
い
価
値
観

に
潰
さ
れ
破
滅
し
て
い
く
哀
し
い
女

性
の
姿
を
せ
り
ふ
劇
と
し
て
描
き
、

演
劇
的
に
も
演
技
・
演
出
の
質
の
点

で
も
、
ま
こ
と
に
大
賞
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
し
た
。

　

演
劇
は
人
間
性
を
育
て
る
す
ば
ら

し
い
活
動
で
す
が
、
そ
れ
が
厳
し
い

イ
ス
ラ
ム
戒
律
を
持
つ
ア
ラ
ブ
諸
国

の
中
で
も
や
は
り
大
切
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
肌
で
感
じ
、
様
々
な
点
で

感
銘
を
受
け
た
、
短
く
も
濃
い
１
週

間
で
し
た
。
招
聘
元
の
ア
ラ
ブ
演
劇

協
会
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
と
し

て
も
、
よ
り
一
層
の
交
流
を
進
め
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

通底する女性の自立志向
イスラム戒律下の演劇活動

ア
ラ
ブ
演
劇
祭

カ
イ
ロ
に
15
作
品
集
っ
て

三
輪  

え
り
花

日
本
セ
ン
タ
ー
理
事

アラブ演劇協会の
Ｇ・ガンナーム氏と
㊧が筆者

アラブ演劇祭の開幕式

大賞を受賞したエジプトの
『首輪と指輪』パンフレット

I.T.I. NEWS  2020 10
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（2019 年 2 月〜 2020 年 1 月） 事務局調べ・順不同・敬称略会  員  消  息
【
個
人
会
員
入
会
】（
所
属
／
ジ
ャ
ン
ル
な
ど
）

岡
本
佳
津
子
（
公
益
社
団
法
人
日
本
バ
レ

エ
協
会
会
長
）

柏
木 
俊
彦
（
第
０
楽
章
）

吉
川
恵
美
子
（
上
智
大
学
外
国
語
学
部
イ

ス
パ
ニ
ア
語
学
科
）

【
個
人
会
員 
退
会
】

岡
田
恒
雄

久
保
寺
淳

齋
藤
穣
一

津
田
忠
彦

藤
間
澪

吉
村
桂
充

【
叙
勲
・
功
労
者
】

坂
東
玉
三
郎　

文
化
功
労
者
／
高
松
宮
殿

下
記
念
世
界
文
化
賞

【
受
賞
】

渡
辺
真
帆　

第
12
回
小
田
島
雄
志
・
翻
訳

Ｉ
Ｔ
Ｉ
会
員
新
刊
書
紹
介

『
新
訂　

ベ
ス
ト
・
プ
レ
イ
ズ
』

作
品
名　
「
人
生
は
夢
」
ほ
か

著
者　

 　

カ
ル
デ
ロ
ン
・
デ
・
ラ
・
バ

ル
カ

翻
訳
者　

 

田
尻 

陽
一

出
版
社 　

論
創
社

『
セ
ル
バ
ン
テ
ス
全
集
』第
5
巻『
戯
曲
集
』

作
品
名　
「
ヌ
マ
ン
シ
ア
」
ほ
か

著
者　

 
ミ
ゲ
ル
・
デ
・
セ
ル
バ
ン
テ
ス

翻
訳
者　

 
田
尻
陽
一

出
版
社 　

水
声
社

『
21
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
演
劇
』
第
1
巻

著
者
名
お
よ
び
作
品
名　

フ
ア
ン
・
カ
ル

ロ
ス
・
ル
ビ
オ
「
風
に
傷
つ
け
ら
れ
て
」

ほ
か

翻
訳
者　

田
尻
陽
一

出
版
社　

水
声
社

『
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成　

日
本
芸

能
史
事
典
』

著
者　

 　

中
村 

義
裕

出
版
社 　

東
京
堂
出
版　

小
説『
西
京
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
仕
込
み
人
』

（
上
下
巻
）

著
者　
　

 

陳 

彦

翻
訳
者　

 

菱
沼 

彬
晁

出
版
社　

 

株
式
会
社 

晩
成
書
房

『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
演
技
術
』

著
者　
　

三
輪 

え
り
花

出
版
社　

玉
川
大
学
出
版
部

　

世
界
の
優
れ
た
芸
術
家
に
贈
ら
れ
る
「
第
31
回
高
松

宮
殿
下
記
念
・
世
界
文
化
賞
」
を
坂
東
玉
三
郎
丈
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

歌
舞
伎
界
随
一
の
美
し
い
女
形
と
し
て
確
固
た
る
地

位
を
築
か
れ
、
近
年
で
は
若
手
女
形
の
育
成
や
香
川
照

之
さ
ん
が
歌
舞
伎
俳
優
・
中
車
と
し
て
転
じ
ら
れ
た
時

の
細
や
か
な
気
遣
い
、
助
力
が
心
に
残
り
ま
す
。
昨
年

末
「
壇
浦
兜
軍
記
」
阿
古
屋
で
、
指
導
に
あ
た
ら
れ
た

若
手
女
形
・
中
村
梅
枝
、
中
村
児
太
郎
と
日
替
わ
り

で
、
琴
，
胡
弓
な
ど
三
種
の
楽
器
を
弾
き
こ
な
し
敵
方

か
ら
の
攻
め
を
逃
れ
る
「
遊
君
阿
古
屋
」
で
大
喝
采
を

浴
び
る
一
方
、
新
作
歌
舞
伎
の
創
造
に
も
い
そ
し
ま
れ

ま
し
た
。
自
ら
手
掛
け
ら
れ
た
新
作
の
「
本
朝
白
雪
姫

譚も
の
が
た
り

話
」
で
は
ヒ
ロ
イ
ン
「
白
雪
姫
」
を
演
じ
、
そ
の
可
憐

な
姿
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

文
字
通
り
の
梨
園
の
出
自
で
は
な
い
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
生
来
の
才
能
と
想
像
を
絶
す
る
日
々
の

精
進
で
今
の
玉
三
郎
さ
ん
が
あ
る
こ
と
が
伝
統
芸
能
の
世

界
を
超
え
て
、広
く
尊
敬
を
集
め
て
い
る
理
由
で
し
ょ
う
。

　

昨
夏
「
古
典
芸
能
を
未
来
へ
」
～
至
高
の
芸
と
継
承
者

～
で
拝
見
し
た
「
老
松
」
で
の
荘
厳
と
優
雅
さ
の
香
る
見

事
な
舞
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
他
に
も
昨
年
は
文
化

功
労
者
、
芸
術
院
会
員
に
選
ば
れ
る
等
、
こ
れ
ま
で
の
活

躍
へ
の
顕
彰
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
玉
三
郎
さ

ん
の
創
意
で
歌
舞
伎
の
世
界
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
永
井
多
恵
子
記
）

坂
東
玉
三
郎
さ
ん
に
「
高
松
宮
殿
下
記
念
・
世
界
文
化
賞
」
ほ
か
栄
誉
相
次
ぐ
！

戯
曲
賞　

特
別
賞　

日
本
放
送
協
会　

第
74
回
文
化
庁
芸
術

祭
賞 

テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
部
門 

大
賞
／

優
秀
賞
・
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

部
門
大
賞
／
優
秀
賞
・
ラ
ジ
オ
部
門 

大
賞 



I.T.I. NEWS  2020 12


